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 先日、あるドクターとお話をする機会がありました。最近は、春夏秋冬の季節感が曖昧になって 

きているので、病院の光景も、流行りもののシーズンがなくなってきているそうです。今年も梅雨 

の前に夏を感じてしまいましたが、6 月は 6 月らしい生活をしていきたいですね。雨傘に長靴に 

レインコート、ちょっと楽しく準備していきませんか？ 

さて 6 月、あんずは開所丸 3 年が経ち、４年目を迎えることができました。皆さんのご理解と 

ご協力合ってこその今日だと痛感しています。本当にありがとうございます。小さなセンターでは

ありますが、子ども達やご家族と過ごす日々を通じ、“あんずらしさ”を少しずつ深められている

のではないかと思っています。今後も、今日の手応えを明日の楽しみに、いろいろな人達とつなが

りながら、視野広く輪になって、「大丈夫！」と、うなずきあえる場所であり続けたいと思います。 

 これからもよろしくお願い致します！ 

 

—6 月・7 月の予定— 

6 月 6 日（木）ドクターN の医療相談（児童・放デイ共） 

6 月 11 日（火）地域連携日（児童・放デイ共にお休みです） 

6 月 21 日（金）ＳＴ（児童） 

7 月 16 日（火）ＳＴ（児童） 

7 月 24 日（水）地域連携日（児童・放デイ共にお休みです） 

 

＝お知らせ＝ 

≪地域連携日変更のお知らせ≫ (児童・放デイ共通) 

  以下のとおり、7 月の地域連携日を変更させていただきます。よろしくお願いします。 

      変更前 7 月 4 日（木） ⇒  変更後 7 月 24 日（水） 

≪保菌検査のお願い≫（児童） 

 児童の子ども達と保護者の方々に保菌検査を行います。容器をお配りしますので、期日まで 

に提出をお願いします。むずかしい場合はお申し出ください。尚、幼稚園保育所等と併用して 

いるお子さんについては、そこでの検果を報告していただければ、検査の必要はありません。 

保護者の方も、最近検査を行っていましたら、結果の報告で大丈夫です。 

 

≪自家用車利用の保護者の皆さんへ≫ (児童・放デイ共通) 

 ＊児童発達支援の登降園の時間は、周辺の幼稚園や学校の子ども達の往来の時間と重なります。 

  放デイのお迎えの時間は、薄暗くなっていて見通しがとても悪くなっています。 

路地での徐行及び駐車場出入口での最徐行運転の順守、並びに指定場所内への車の駐車を、

よろしくお願いします。尚、駐車場内では、クルマの乗り降り等お静かにお願いします。 

 

       
 
 
      

 



≪あんずの夏休みについて≫ (児童・放デイ共通) 

 ８月 13 日（火）～８月１６日（金）まで、さぽねっとステーション（あんず＆日向）は 

夏休みをいただきます。 

 

 

≪新しい送迎車の名前が決まりました≫ (児童・放デイ共通) 

4 月から走り始めた新しいワンボックス車の名前が、“トライ”に 

決まりました。あんずの送迎用のクルマは、“ホップ”“ステップ”“トライ”“ジャンボ”の 

4 台になります。今後ともよろしくお願いします。 

 

 

 

とけいクラスの５月あれこれ 

暑さにも負けず、元気いっぱいの時計クラスのみんな。 

 登園すると、今日の活動は何かな～と、ホワイトボードをチェックする姿はさすがです！ 

  活動の前に取り組んでいるのが、朝の会での手先遊びです。ゴルフボール落としや型はめ、 

チェーン落とし、おはじき入れなど、様々なものを行っていますが、どうやら一人一人、好きな 

もの、得意なものが出てきたようです。「これがいい！」と張り切る姿、ニヤリとしながら順番 

を待つ姿、そして、自信を持ってみんなの前で取り組む姿。ステキな顔、かっこいい表情で溢れ 

ています。そうそう、その調子‼  

明日は、どんな「できた！」の顔が見られるか、楽しみにしているよ～ 

 

 

めがねクラスの 5月あれこれ 

お名前を呼ばれると、待ってました‼と、元気いっぱい飛び出してくれる姿。 

職員と手をつないだり、大好きなお母さんと一緒に前に出てくれる姿。などなど、それぞれ 

の姿で活動に参加してくれる子ども達ですね♡いざ自分の椅子から出発すると、にっこり笑顔や 

真剣な面持ち、これまたそれぞれの様子がかわいらしくて、朝の会から、みんなの姿が見えなく 

なってしまうので、盛り上がりが止まらない、めがねクラスの職員です。 

 もう一度やりたい活動があったり、活動の中で楽しい様子を見つけて自分からやってみたり。 

自分のお気に入りの遊びに、じっくり取り組む姿も見られるようになってきました。めがねクラ 

スの中で、少しずつ安心の気持ちを感じられるようになってくれている様子に、嬉しいなと感じ 

ます。お外遊びでは、砂場にお水が投入され、盛り上がり始めました。 

早くも夏に向かって、ワクワクが止まりません。 

 

 

 

 



放デイのひとり言 

  先月の活動は、“しっぽとり”や“ボッチャ”“紙飛行機を作って飛ばす”など、 

元気に身体を使っての活動があり、どの活動も盛り上がりました！ 

  そんな中にも、大きな動きとは違った『紙飛行機を見本の手順を見ながら折っていく』『しっ 

かり見て、力を調節して投げる・飛ばす』など細かい動きも自然と入ってきます。 

おやつでは、オレンジの皮をむいてみることにも挑戦。簡単なようで指の力の入れ方が難しい。 

 「どっちからむいたほうが上手くできるかな」など考えながら、だんだん上手になっていく子ど 

も達が、頼もしく感じられる毎日です。 

 急に暑くなることもあり体調管理が難しい季節になりつつあります。 

活動で汗をかいた後は、しっかり水分補給ができるよう心がけています。 

 

 

 

保育所等訪問支援５月のある日ある時 

  5 月下旬の園庭は、暑い日が多かったです。ひと遊びした後、ゴクゴクと水分補給するみんな

の顔が真っ赤っかでした。GW 後、いよいよエンジンがかかってきたようで、訪問に伺っている

ひとり一人も、確かな成長が見られ、クラスの子ども達の育ちにも目を見張るものがあり、どの

訪問先も活気に満ち溢れていました。 

そんな中、“やりたい”気持ちと思うようにならない現実とのギャップに、 

イライラしたり、がっかりしたりしている子どもの姿を垣間見ることがあり 

ました。その子のペースで、自分でやりきる場面を作っていくのか。それとも、 

そばにいる大人が手伝って、みんなと一緒に「できた！」を感じられるようにするのか。 

その子の力や、どのくらい手をかけられる環境にあるのか等々いろいろな条件も加味しながら、

園の先生方と「あれかな？これかな？」と話し合う機会の多かった 5 月でした。 

  必ずしも、明確な突破口が早々見つかる訳ではありませんが、その子の気持ちに応えていこう

とする姿勢は、小さな積み重ねとして、季節を越えて必ず実を結んでいくだろうと感じています。 

  なぜって、どの子も、どの先生方も“熱い”ですからね。 

6 月、あんずも熱く訪問したいと思います。 

   

 

 

 

               ☆お 礼☆               

先月も、「これはいい！」というオモチャをいただきました。 

子ども達との遊びを、また広げていけます！ ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

    


